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そして、CPU のみによる実行、次に GPU のみを用いた実行、そして CPU と GPU の両方に
よる実行の 3 つの場合で実行時間の比較を行った。その結果 GPU のみの実行では CPU のみと比
べて 2 倍程度の高速化が確認できた。GPU による高速化が達成できた。また、CPU と GPU の両
方による実行では、CPU と GPU 間の通信のオーバーヘッドが大きく、CPU のみによる実行と比
べ遅くなり、高速化が困難である結果となった。 
KEMPO1 では GPU での計算に向き、不向きの関数が混在しており、ボトルネックとなる不向
きな部分をいかに改善できるかがパフォーマンス向上に重要であると考えられる。 
 
